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レキシコン - Michael Kühnen 

132 - 米国 

 アメリカは二つの超大国の一つであり、ソ連とともに人民の自由を脅か

す帝国主義の主要な勢力である。アーリア人種の組織化された生きる意志

としての国家社会主義（アーリア人と意志を参照）は、反帝国主義であ

り、ソ連とアメリカの両方の帝国主義に対抗して戦う。 

しかし、この2つのうち、アメリカ帝国主義の方がより危険である。米国

は、そのすべての国家権力と強さによって、シオニズム、その世界支配の

ための努力、したがってすべての自由な国の破壊に奉仕し、また、世界で

アメリカニズムの腐敗した文化的影響を促進しているのだ。このアメリカ

ニズムは、アーリア人種の現在と将来の致命的な退廃の大元である。アメ

リカの悪影響は、西ヨーロッパ、とりわけドイツ（FRGとOstmark）にお

いて最も強く、最も悲惨である。新戦線の共同体にとって、シオニズムの

次は、その最高で最も強力な道具である米国が主な敵である。 

しかし、アメリカは核超大国であるため、外から倒すことはできず、中か

ら克服しなければならない。これは、アメリカにおける国家社会主義政党

の勝利によって行われ、その後、厳格な人種隔離に基づき、人種的・民族

的観点によってこの空間を権力政治の観点から再編成し、あるいは、いく

つかの人種的に決められた独立国家あるいは自治国家への崩壊を引き起こ

すのである。さらに、われわれ国家社会主義者は、この空間とその権力手

段に対するシオニストの支配を打ち破らなければならない。北米のアーリ
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ア人種のメンバーは、その後、来るべきアーリア人種の国家共同体の重要

な部分を形成し、破壊と人種的腐敗の勢力ではなくなりつつある。 

一方、アメリカ帝国主義に対して、あらゆるレベルで妥協しない抵抗が、

ドイツ民族社会主義の新世代の主要な任務である。  

ドイツ、そしてヨーロッパの自由と来るべき第四帝国は、アメリカに対し

てのみ考えられ、実現可能なのです。 

 

133 - 相続 

国家社会主義の科学的知の教義としての生物学的人文主義は、自然とその

生命の法則についての知識を求め、それをアーリア人（アーリア人を参

照）の社会生活に移し、生物学的思考と生政治的行動によってアーリア民

族とその民族の保存と発展のための前提条件を作り上げるために努力す

る。これらの生命の法則のうち最も重要なものは、生存競争における遺

伝、分化、淘汰である。 

遺伝の法則は、地球上のすべての生命の基礎となるものです。また、遺伝

は人間の個人生活や共同生活を左右する。人種、民族、氏族に特有な特性

の遺伝がもたらす限界と条件を認識し、人間共同体の生活形成においてそ

れらを尊重する世界観のみが、種と自然に適ったものであり、それによっ

て人と民族の繁栄と未来が保障されるのです。それ以外は、反生命的な教

条主義です。 

伝統的な共同体（伝統を参照）は、種と自然をベースとし、したがってま

た遺伝の法則に基づいて構築されている。それは、君主制という国家形

態、厳格な遺伝法と混血の禁止を持つ貴族による指導、さらには遺伝性の

カーストまたは階級秩序に反映されている。 

しかし、遺伝の決定的な重要性の知識に基づくこのような伝統的な秩序

は、生物学的特性に従ってすでに秩序づけられた安定した生命の形態を前

提としている。このような生命は、キリスト教、自由主義、万人の平等と

いう理念を持つマルクス主義の侵入の後、そしてヨーロッパにおけるその

他のあらゆる退廃の進展の後では、もはや長い間-初歩的にさえも-語れな

い。 
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国家社会主義革命は、生物学的に決定された新しい共同生活の階層を押し

付けるために必要なのだ。この革命は、退廃を克服し、マイナス選択を止

め、また新しい人種的貴族（エリートを参照）を生み出し、遺伝の法則に

基づいた新秩序を創造するものである。 

これがどのような形で行われるかは現在では予測できないが、遺伝の原理

に加えて、常に淘汰とエリート形成の原理（リーダー原理を参照）が存在

し、これが退屈を防ぎ、人生の戦闘的性格に対応する。政治的には、君主

制や貴族制は遺伝の原理に対応し、兄弟団や戦闘的な秩序の形態は闘争と

選択の原理に対応する（Männerbundも参照のこと）。 

  

134 - 憲法 

憲法とは、国家共同体の内部秩序、国家の存在意義や目的、国家と国民の

間の権利義務関係などを記述し、拘束力をもって定めた政治文書である

（平等も参照）。憲法制定権は国家主権の重要な一部分である。憲法の施

行と永続的な拘束力は、主権国家を特徴づけるものである! 

国家社会主義者の国家観によれば、すべての主権は国家から発し、国家だ

けに帰属する。国家社会主義者の人民国家では、国家はしたがって憲法上

の権威である。人民の組織された生きる意志と国家の政治的前衛組織は、

国家社会党（国家社会主義ドイツ労働者党を参照）である。したがって、

その指導的役割は、国家社会主義憲法の性格と形態を全体にわたって特徴

づけ、決定する。 

1945/56年以降、ドイツはもはや主権者ではない。全体としても、構成共

和国としても、戦勝国の権力のもとに創設され、存続しているのだ。した

がって、そのような名前にふさわしいドイツ憲法は存在しないのである。

このことは、新戦線の思想集団が、FRGの国家改革を目指し、それが法的

革命につながり、そこから国家社会主義憲法をもつ自由なドイツが最終的

に出現することを目指していることを説明している（「自由」の項を参

照）。この憲法を詳細に予測することも、今すぐ定義して定式化したいと

思うことも、今日では不可能だし、意味もない。しかし、確かに次のよう

な基本的な条項が含まれています。 



4 

1. 国家有民の種の保存と発展を確保する義務としての国家社会主義人

民国家の存在意義。 

2. 国家の自由、主権、独立へのコミットメント。 

3.  あらゆるレベルにおいて、党の主導的役割（党が国家を指揮す

る！）。それゆえ、政府首脳は常に党首と同一であるという規定も

あるが、象徴的国家首脳は君主であってもよいが、そうである必要

はない（君主制を参照）。 

4. ドイツ人の生存問題、すなわち十分な生活空間の必要性を解決でき

るのは、第四帝国への努力だけである。 

5. 市民の権利と義務を「私利私欲より共通の利益」の原則に従って決

定し、フォルクスジェノッセンだけが市民になれると規定したこ

と。 

6. 人種法の復活とその憲法秩序への定着。 

7. 国家総統に次ぐ国家と党の最高権力の中枢として、また総統を選出

する権限のみを有する国家社会主義元老院の設置。 

8. NSDAPの党綱領の第25項ですでに要求されているように、専門家

ベースの中央議会としての人民代表制（コーポラティズムを参

照）。 

9. 無利子で社会主義的な経済秩序の確立（利子への束縛と社会主義を

参照）。 

  

135 - 国有化 

 国家社会主義ドイツ労働者党は、ドイツ社会主義の党であるため、社会

主義的な国家共同体の建設に努めています。これはコーポラティヴィズム

という経済形態で実現され、人民の種の保存と発展のために向けられた計

画的な国民経済という考えに基づいている。この計画と管理を可能にし、

生産手段の私的所有に基づく人民と敵対する権力構造を粉砕するために

は、NSDAP党綱領の第13項で要求されているように、国有化が必要であ



5 

る。 

同時に、生産手段の私有を完全に阻止することはできない。国家社会党

は、所有権よりも支配権、ひいては生産手段に対する処分権に関心がある

のです。これによって、国民経済から生じるいかなる力も権力も、国家の

総動員によって、すべてのヴェルキッシュのエネルギーと力の結集を害す

ることはできず、すべてが国家の重大な利益に従属することが保証され

る。したがって、原則は、国有化できるものを国有化するのではなく、国

有化しなければならないものを国有化することである。これを前提に、新

戦線は要求する。 

 銀行、保険会社、その他の金融企業をすべて国有化し、通貨と金融

を国家が独占的に管理すること。 

 すでに社会主義化されている企業の国有化。匿名かつしばしば国際

的な所有権により、国民経済の自由と独立性、および計画や管理の

しやすさが脅かされているからだ。 

 国民経済の自立と繁栄がかかっているため、国家が直接管理する必

要がある主要産業の国有化（autarkyも参照）。 

明らかに私有地である農場は、主要産業に属していない限り、国有化され

ることはない。逆に、新戦線は、中産階級の所有権を促進しようと努めて

いる。ただし、それが労働のない、手間のかからない収入につながらない

ことが条件である。 

利子の束縛を解いた後、国有化によって増加する国家収入によって、国民

経済の社会化が進むと、大幅な減税が可能になる。これらはすべて、イデ

オロギー的な教条主義もなく、軽率さも盲目的な狂信もなく、国家社会主

義の基本法則に則って行われる。 

公益は私利私欲より優先される 

  

136 - 国家共同体 

国家社会主義は、「一つの世界」あるいは統一された「人類」という考え

を、自然に反し、生命に敵対する教条主義として否定する。このような考
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えは、あらゆる色合いの国際主義と人類の平等というイデオロギーから生

まれ、最終的には世界支配という目標に行き着くのだが、それは専制的で

人種と文化の混合、つまり統一文明の腐敗としてしか考えられない。 

これに対して、国家社会主義は、自由、ひいては人種と民族がその種と性

質に従って発展することを理念とし、目標としている。人間は、人種的・

民族的な仲間としてのみ人間である。このことから、国際主義のあらゆる

イデオロギーと、世界支配の目標の全面的な否定が導かれる。様々な人種

と民族の共存のための最も高い可能性と意味のある形態は、それぞれの人

種とそれぞれの民族がその種と性質に従って発展することを可能にする、

大陸の大きな秩序における人種的に分けられた民族の共同体に基づく世界

秩序である。 

したがって、国家社会主義は、世界運動として、したがってアーリア人種

の組織された生きる意志として、新秩序の枠内で、すべてのアーリア人、

すべてのアーリア人の生活空間およびすべてのアーリア人の勢力圏を包含

するアーリア人共同体の建設に努めています。 

国家社会主義ドイツ労働者党がヨーロッパに勝ち取ろうとする第四帝国

は、このアーリア人種の共同体を大規模なヨーロッパ秩序として重要な礎

とするが、アメリカ大陸、オーストラリア、ニュージーランド、南アフリ

カのアーリア人種や、東インドヨーロッパ主義を通じてアーリア文化を形

成したアジア、トルコ、ペルシア、大インドのアーリア人種の分断も含む

（アラブ、トルコ、ペルシアを参照のこと）。 

  

137 - ベルキッシュ運動 
フェルキッシュ運動とは、人民とその生存とより高い発展を、すべての思

考と行動の中心に据える政治潮流のことである。Völkische Bewegungは、

他のすべてを自国民の種の保存と発展に従属させ、そこからすべての基準

を得ているのです。このように、ヴォルキッシュ運動は、政治的領域に生

きる人々の意志の表れである（「意志」参照）。その目標は、総動員で、

民族共同体のすべての生命表現、エネルギー、力を完全に包含し、組織化

し、種の保存と発展という目標に向けるヴェルキッシュ国家の樹立であ

る。 
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ドイツにおけるフェルキッシェ運動は、ロマン主義やナポレオンに対す

る解放戦争に根ざしているが、19世紀後半になってようやく明確な政治

運動として登場する。フェルキッシュ・ベヴェーグングは、ある民族の

生きる意志の表現であるから、その民族や国民と同様に多面的であり、

当初から断片的であることが証明される。ドイツでは、ドイツ民族主

義、社会主義、全ドイツ主義、反ユダヤ主義、積極的キリスト教、新異

教徒など、さまざまな組織や運動が乱立したままである。このような断

片化の中で、Völkische Bewegungはその使命を果たすことができないこと

が証明された。それが変わったのは、第一次世界大戦で新しい生活態度

が生まれ、そこから国家社会主義が生まれたときだ。 

国家社会主義とVölkische Weltanschauungは同一である。国家社会主義は、

国家社会党（国家社会主義ドイツ労働者党を参照）の創立、闘争、権力

の掌握を通じて、Völkische Weltanschauungを実現するものです。Völkisch

運動のバックボーンとなる政党です。それが戦った国家社会主義人民国

家は、ヴェルキッシュ国家である。総統原理に従って組織され、ヴォル

キッシュの生きる意志の担い手となる国家社会党がなければ、ヴォル

キッシュの運動は再び混沌に沈む。それは、第二次世界大戦の敗北と

NSDAPの粉砕の後に明らかになったことだ。 

戦後、ドイツの国家社会主義者たちは、退廃を克服し、国家の自由を取

り戻すために、ドイツ国民の生きる意志を復活させ、再編成する政治的

方法を見出そうとしてきた。そうすることで、彼らは、多くの点で古い

Völkische Bewegungの鏡像である国家社会主義運動を形成し、今も形成し

続けている-とりわけその不幸な歴史的断片化の鏡像である-。党の再創立

があってこそ、その政治的使命を果たすチャンスがあるのだ。その指針

は、「運動から党へ！」でなければならない。 

この発展の中にこそ、Völkische Bewegungの任務があるのです。FRGの新

戦線は、そのために戦っているのです。したがって、Völkische Bewegung

の政治的道は、国家社会党の再創立、国家社会党革命、国家社会党人民

国家の建設を経て、新秩序の確立に至るが、そこでは、党は不要にな

り、Völkische Bewegungの全てのアプローチと傾向が、全体的な秩序の枠

内で自由に発展し実現できるのだ。 
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